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吉本龍司／よしもとりゅうじ（カーリル）

株式会社カーリル代表取締役・エンジニア。小学生からプログラミングを始め、高校時代に会社を設立。

フリーのエンジニアとして企業の新規事業や行政システムの設計・開発に従事。2010年に図書館蔵書検索

サイト「カーリル」を開発、2012年に株式会社カーリルを設立、代表取締役に就任。

鈴木毅／すずきたけし（版元ドットコム）

元書店員。書店員歴25年。総合書店で店長を20年。2017年にコンセプト系書店に携わり、2020年から売文

業と版元ドットコムの二足の草鞋。



１）自己紹介

２）書店在庫情報プロジェクト概要説明

（JEPA大賞受賞のこと、

プロジェクトの仕組み、主体団体、

協力社紹介など）

３）プロジェクトの始まり

   （きっかけなど）
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日本最大の図書館検索サイト「カーリル」（2010-）











４）プロジェクトの話が来たときの第一印象

（吉本）

５）連携方法について

（システム、スクレイピング、アップロード）

６）フェーズ１からフェーズ２までの進捗
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Amazon API

国立国会図書館API

CALIL API

2000 OPACs2000 OPACs2,600の図書館システム
7,400の図書館
富士通,NEC etc..

WorldCat BASIC API (洋書)

リアルタイム所蔵データ書誌データ

予約連携 スクレイピング

CiNii Books API

openBD



• ソフトウェアアーキテクチャ

努力ではなく設計で解決しよう

• １日に300万～500万回程度、図書館システムにアクセス

• 効率的な設計で低コストにデータ処理

大きな課題をどうやって、解決するか。



コンセプト



ポータルサイトをつくらない

目指すのはホワイトラベルの在庫情報提供サービス

“書店在庫情報プロジェクト”は覚えにくさが重要

様々なサイト、サービスの中に組み込まれる書店在庫情報



収益化しない

収益化しないことが、もっとも低コストで費用対効果が高い

広告費などによる表示順位の差別化などをしない

本質的に意味のないことは考えない

もちろん、このサービスを活用して、別の組織が収益化することはできる！

本が売れたほうがいい！書店側から見ると、無償のリスティング広告となり、サイト側からは無償の広告枠と

考えることもできる。市場規模の縮小に双方で最適化していく。



在庫情報のみが重要ではない

近くの書店を探せる仕組みとして機能する

様々な本のタッチポイントに書店への通路を















７）連携方法の図書館と共通点や違い（吉本）

８）プロジェクトへの書店の反応、図書館の反応、

出版社の反応

９）現時点で課題など（ランニングコスト）

９）現在と、来年フェーズ３の予定

１０）書店在庫情報プロジェクトが広まった未来図

と展望
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